
基
幹
探
究
Ⅰ 

国
語 

「
羅
生
門
」
を
読
み
解
く
① 

 

事
前
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

 

「
羅
生
門
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｈ 
 

番 

氏
名 

 

◎
本
文
を
読
み
、
こ
の
プ
リ
ン
ト
（
両
面
）
に
取
り
組
ん
だ
う
え
で
初
回
の
授
業
に
臨
ん
で
下
さ
い 

目
標 

叙
述
に
基
づ
い
て
作
品
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
る
。 

  

○
作
者 

芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て 

一
八
九
二
（
明
二
五
）
東
京
に
生
ま
れ
る
。
辰
年
辰
月
辰
刻
生
ま
れ
な
の
で
龍
之
介
と
命
名
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
後
八
か
月
で
母
発
狂
。 

一
九
一
〇
（
明
四
三
）
第
一
高
等
学
校
入
学
。
同
級
に
久
米
正
雄
、
菊
池
寛
、
山
本
有
三
ら
が
い
た
。 

一
九
一
四
（
大
三
） 

久
米
、
山
本
ら
と
『
新
思
潮
』
創
刊
。 

一
九
一
五
（
大
四
） 

「
羅
生
門
」
発
表
。
夏
目
漱
石
に
師
事
す
る
よ
う
に
な
る
。 

一
九
一
六
（
大
五
） 

「
鼻
」
発
表
。
漱
石
に
賞
賛
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

芸
術
至
上
主
義
。
新
技
巧
派
・
新
理
知
派
。 

一
九
二
〇
（
大
九
） 

長
男
比
呂
志
（
俳
優
と
し
て
活
躍
）
誕
生
。
次
男
也
寸
志
は
音
楽
家
。 

一
九
二
二
（
大
一
一
）
健
康
の
衰
え
目
立
つ
。 

一
九
二
七
（
昭
二
） 

自
宅
に
て
服
毒
自
殺
。 

 

［
主
な
作
品
］（
知
っ
て
い
る
も
の
に
○
、
読
ん
だ
事
が
あ
る
も
の
に
◎
を
つ
け
よ
う
） 

「
羅
生
門
」 

「
鼻
」 

「
芋
粥
」 

「
手
巾
」 

「
戯
作
三
昧
」 

「
地
獄
変
」 

「
蜘
蛛
の
糸
」 

 

「
奉
行
人
の
死
」 

「
蜜
柑
」 

「
藪
の
中
」 

「
ト
ロ
ッ
コ
」 

「
点
鬼
簿
」 

「
河
童
」 

「
歯
車
」 

 

「
或
阿
呆
の
一
生
」
な
ど 

  

○
下
人
の
い
る
場
所
を
手
が
か
り
に
、
四
つ
の
段
落
に
分
け
て
み
よ
う
。 

        

  

第
四
段
落 

 

第
三
段
落 

第
二
段
落 

 

第
一
段
落 

 
 

段 

落 

 

最
後
ま
で 

 
 

Ｐ 
 

 

行
ま
で 

 
 

Ｐ 
 

 

行
ま
で 

 
 

Ｐ 
 

 

行
ま
で 

Ｐ
・
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

→ 

   

下
人
の
い
る
場
所 



○
５
Ｗ
１
Ｈ
を
中
心
に
、
場
面
を
整
理
す
る 

 

※
こ
こ
か
ら
は
授
業
で
や
り
ま
す 

〈
明
示
さ
れ
て
い
る
情
報
〉
と
〈
暗
示
さ
れ
て
い
る
情
報
〉
を
確
認
し
、
印
を
つ
け
よ
う 

 

●
時
代
背
景
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕 

 

●
場 

 

所
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕 

 

●
下
人
の
境
遇
〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕 

 

●
下
人
の
心
理
状
態
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 

 

第四場面 第三場面 第二場面 第一場面 

し
ば
ら
く
、
死
ん

だ
よ
う
に
倒
れ
て

い
た
老
婆
が
、
～

終
わ
り 

そ
こ
で
、
下
人
は
、

両
足
に
力
を
入
れ

て
、
～
急
な
は
し

ご
を
夜
の
底
へ
駆

け
下
り
た
。 

そ
れ
か
ら
、
何
分

か
の
の
ち
で
あ

る
。
～
と
う
に
忘

れ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

初
め
～
そ
の
は
し

ご
の
い
ち
ば
ん
下

の
段
へ
踏
み
か
け

た
。 

下
人
の
去
っ
た
後
、〔 

 
 

 

〕
は
は
し
ご
の
口
か
ら
門
の
下
を
の
ぞ
く
が
、
そ
こ
に
は

〔 
 

 
 

 

〕た
る
夜
が
あ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。下
人
の
行
方
は
、〔 

 
 

 
 

 
 

 

〕。 

楼
上
へ
飛
び
上
が
っ
た
下
人
は
、
老
婆
を
捕
ら
え
、
太
刀
を
抜
い
て
問
い
た
だ
す
が
、

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕
と
い
う
答
え
の
〔 

 
 

 

〕
さ
に
失
望
す
る
。
老

婆
は
さ
ら
に
、
こ
の
死
人
た
ち
も
生
前
生
き
る
た
め
に
悪
事
を
働
い
て
い
た
と
し
、
生
き
る

た
め
に
し
か
た
が
な
く
す
る
こ
と
は
悪
と
は
言
え
ず
、
相
手
も
そ
れ
を
許
す
だ
ろ
う
と
弁
明

す
る
。
下
人
は
そ
れ
を
聞
い
て
〔 

 
 

 

〕
に
な
る
勇
気
を
得
、
老
婆
の
〔 

 
 

 

〕

を
剝
ぎ
取
っ
て
門
の
下
に
駆
け
下
り
て
い
く
。 

楼
上
に
人
の
気
配
を
察
知
し
た
下
人
は
、
恐
る
恐
る
様
子
を
う
か
が
う
。
腐
乱
し
た
死
体
が

転
が
る
中
に
は
、
一
人
の
痩
せ
た
〔 

 
 

 

〕
が
い
て
、
松
の
木
切
れ
の
明
か
り
を
た
よ

り
に
、
女
の
死
骸
か
ら
〔 

 
 

 
 

〕
を
抜
き
取
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
る
う
ち
に
、
下

人
の
心
か
ら
は
〔 

 
 

 
〕
が
消
え
、
同
時
に
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕
が
燃
え
上
が

っ
た
。 

雨
の
降
る
夕
暮
れ
、
荒
廃
し
た
〔 

 
 

 
 

〕
の
下
で
、
主
家
か
ら
暇
を
出
さ
れ
た
一
人

の
〔 

 
 

 

〕
が
雨
や
み
を
待
っ
て
い
る
。
飢
え
死
に
を
し
た
く
な
け
れ
ば
〔 

 
 

 

〕

に
な
る
し
か
な
い
が
、
下
人
に
は
そ
れ
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
〔 

 
 

 

〕
が
な
い
。
決

断
を
先
延
ば
し
に
し
た
下
人
は
、
死
体
の
捨
て
て
あ
る
と
い
う
楼
上
で
、
人
目
を
避
け
て
一

晩
休
も
う
と
考
え
る
。 


